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規

則 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
五
号 

 
 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
二
項
の
前
の
見
出
し
及
び
同
項
を
削
る
。 

 

附
則
第
三
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
経
過
措
置
）
」
を
付
し
、
同
項
中
「
附
則
別
表
第
一
」
を

「
附
則
別
表
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
項
と
す
る
。 

 

附
則
第
四
項
を
附
則
第
三
項
と
し
、
附
則
第
五
項
を
附
則
第
四
項
と
し
、
附
則
第
六
項
を
附
則

第
五
項
と
し
、
附
則
第
七
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
を
削
り
、
附
則
第
十
四
項
を
附
則
第
六
項
と
し
、

附
則
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
を
削
り
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

（
特
定
化
学
物
質
の
取
扱
量
の
報
告
の
期
限
に
関
す
る
暫
定
措
置
） 

７ 

令
和
五
年
度
及
び
令
和
六
年
度
に
お
い
て
は
、
第
五
十
七
条
中
「
六
月
三
十
日
ま
で
」
と
あ

る
の
は
、
「
六
月
三
十
日
ま
で
（
電
子
情
報
処
理
組
織
（
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入

出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
報
告
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
し
て
報
告

を
す
る
と
き
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
）
」
と
す
る
。 

 

附
則
別
表
第
一
中
「
附
則
第
三
項
関
係
」
を
「
附
則
第
二
項
関
係
」
に
改
め
、
同
表
を
附
則
別

表
と
す
る
。 

 

附
則
別
表
第
二
か
ら
附
則
別
表
第
五
ま
で
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
九
十
八
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 
 



１ 購入等件名及び数量 

  県広報紙「彩の国だより（令和５年５月号から７月号まで）」の新聞折り込み

及び配布業務 約1,730千部×３回 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県県民生活部広報課テレビ・ラジオ・広報紙担当 埼玉県さいたま市浦和

区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

令和５年４月７日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  埼玉県折込広告事業協同組合 埼玉県さいたま市北区奈良町157番地４ 

５ 契約金額 

  7.69円（８ページ税抜き１部当たりの単価） 

６ 契約の相手方を決定した手続 

随意契約 

７ 随意契約とした理由 

地方自治法施行令第167条の２第１項第５号に該当 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
九
十
九
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 

一 

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
ク
ア
ド
ル
の
子
ど
も
の
た
め
の
友
人
の
会 

二 

代
表
者
の
氏
名 

杉
田 

優
子 

三 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 

 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
中
山
四
百
九
十
三
番
地
十 

四 

当
該
認
定
の
有
効
期
間 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日
か
ら
令
和
十
年
六
月
十
五
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
永
田
店 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
市
永
田
町
三
千
四
百
二
十
一
番
一 

外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

代
表
取
締
役 

横
山
英
昭 

 
 

 
 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
番
一
号
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

代
表
取
締
役 

横
山
英
昭 

 
 

 
 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
番
一
号
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

令
和
六
年
二
月
六
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

千
三
百
七
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

五
三
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

四
〇
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

五
〇
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
五
・
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 



 
 

 
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
五
十
分
ま
で 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

二
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

 
 

 
 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
五
年
六
月
五
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日
か
ら
令
和
五
年
十
月
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
六
月
十
六
日
か
ら
令
和
五
年
十
月
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
一
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
東
秩
父
村
役
場
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を

受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

東
秩
父
村
役
場 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

東
秩
父
村
大
字
御
堂
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
五
年
四
月
二
十
日
か
ら
令
和
五
年
七
月
二
十
五
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す

る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
標
高
デ
ー
タ
（
地
図
情
報
レ
ベ
ル
千
、
一
．
０
メ
ー
ト
ル
メ
ッ
シ
ュ
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
管
内
の
う
ち
、
秩
父
市 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
五
年
四
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
五
年
九
月
二
十
九
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
号 

 
令
和
四
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
五
十
四
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一

日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
北
首
都
国
道
事
務
所
か
ら

通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
四
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
か
ら
次
の
と
お

り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
高
崎
河
川
国
道
事
務
所 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
・
三
級
水
準
測
量
・
定
期
縦
断
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
上
里
町
北
西
部 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
五
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す

る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

鶴
ヶ
島
市
大
字
高
倉
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
五
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
五
年
八
月
十
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
六
号 

 
令
和
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
十
一
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十

八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
七
号 

 
令
和
四
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
二
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十

一
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
坂
戸
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
八
号 

 
令
和
五
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
五
年
三
月
二
十
四

日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
庁
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
七
百
九
号 

 
令
和
五
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
五
年
四
月
二
十
四
日
終

了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
東
松
山
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
四
十
二
号 

令
和
五
年
四
月
九
日
執
行
の
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
南
第
二
十
区 

戸
田
市
）
に
関
し
、

同
年
四
月
十
二
日
付
け
で
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
六
丁
目
八
番
一
〇
―
一
〇
一
号
山
口
節

生
か
ら
提
起
の
あ
っ
た
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
は
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。 

令
和
五
年
六
月
十
六
日 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

岡 

田 

昭 

文 
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決 定 書 

 

                 埼玉県さいたま市南区別所６－８－１０－１０１ 

                           異議申出人  山口 節生 

 

 上記異議申出人から令和５年４月１２日付けで提起された令和５年４月９日執行の埼

玉県議会議員一般選挙（南第２０区 戸田市）における異議の申出（以下「本件異議申

出」という。）について、当委員会は、次のとおり決定する。 

 

主  文 

 

 本件異議申出を却下する。 

 

異議申出の要旨 

 

  異議申出人（以下「申出人」という。）の申出の要旨は、不明確であるが、令和５年

４月９日執行の埼玉県議会議員一般選挙（南第２０区 戸田市）における票の数え直

しを求めているものと解される。 

 

決 定 の 理 由 

 

  本件異議申出は、申出人から令和５年４月１２日付けで書面により当委員会に提起

された。 

  当委員会において本件異議申出の適法性について審査したところ、異議の申出の趣

旨及び理由が要領を得ず不明確であって、その要求するところが公職選挙法により争

い得るものとして認められた事項であるか否か、すなわち、選挙の効力を争うもので

あるのか、当選の効力を争うものであるのか、あるいはその両方を争うものであるの

かを判別できず、当該異議申出書の記載に不備が認められた。 

  このため、当委員会では、本件異議申出が公職選挙法第２１６条第１項の規定によ

り準用する行政不服審査法第１９条第２項第４号に規定する異議申出の趣旨及び理

由が明確に記載されていないことを理由に、申出人に対し、令和５年４月２５日、公

職選挙法第２１６条第１項の規定により準用する行政不服審査法第２３条の規定に

基づき、上記不備につき令和５年５月８日までに補正すべきことを文書により命じた。

その際、当委員会の事務局職員は、申出人に対し、当該補正命令の趣旨及び理由につ

いて、繰り返し電話で説明を行うとともに、令和５年５月８日までに補正がなされな

い場合には、公職選挙法第２１６条第１項の規定により準用する行政不服審査法第２
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４条第１項の規定に基づき、本件異議申出を却下することがある旨を伝達した。 

  申出人は、補正期限である令和５年５月８日に当委員会の事務局を訪れ、「補正書（票

の数え直しの申出）」と題する書面を提出したが、同書面によってもなお本件異議申

出の趣旨及び理由が不明瞭であり、当該異議申出書記載の不備が解消されなかった。 

  また、同日、申出人は、対応した当委員会の事務局職員に対し、これ以降の補正命

令には応じない旨の意思を口頭で明確に示した。 

  以上のとおり、本件異議申出については、異議申出書の記載に不備があり、申出人

は、当委員会の命じた期限までにその不備を補正しなかった。 

  よって、本件異議申出は不適法なものであることから、公職選挙法第２１６条第１

項の規定により準用する行政不服審査法第２４条第１項の規定により、主文のとおり

決定する。  

 

  令和５年５月２９日 

 

 

                 埼玉県選挙管理委員会 

                     委員長  岡 田 昭 文 

                     委 員  山 下 勝 矢 

                     委 員  福 永 信 之 

                     委 員  満 木 祐 子 
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